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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アンブリセイウス・スウィルスキ、アンブリセイウス・ククメリス(Amblyseius cucume
ris)、アンブリセイウス・アンデルソニ(Amblyseius andersoni)、アンブリセイウス・カ
リフォルニカス(Amblyseius californicus)、またはティフロドロムス・ピリ(Typhlodrom
us pyri)から選択される捕食性ダニの集団と、スイダシイダエ科から選択される宿主ダニ
集団とを含む組成物。
【請求項２】
　前記捕食性ダニがアンブリセイウス・スウィルスキである、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記宿主集団がスイダシアより選択される、請求項１または２に記載の組成物。
【請求項４】
　前記宿主集団がスイダシア・メダネンシスである、請求項３に記載の組成物。
【請求項５】
　前記宿主集団がスイダシイダエ科から選択され、少なくとも一種の第二のダニをさらに
含む、請求項１から４のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項６】
　前記組成物がキャリアをさらに含む、請求項１から５のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項７】
　請求項１から６のいずれか一項に記載の組成物を農作物に適用することを含む、生物学
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的有害生物防除法。
【請求項８】
　生物学的有害生物防除のための、請求項１から６のいずれか一項に記載の組成物の使用
。
【請求項９】
　スイダシア・メダネンシスの宿主集団を、アンブリセイウス・スウィルスキ、アンブリ
セイウス・ククメリス(Amblyseius cucumeris)、アンブリセイウス・アンデルソニ(Ambly
seius andersoni)、アンブリセイウス・カリフォルニカス(Amblyseius californicus)、
またはティフロドロムス・ピリ(Typhlodromus pyri)から選択される捕食性ダニに提供す
ることを含む、前記捕食性ダニ集団を飼育または培養する方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ダニ組成物、ダニを飼育する方法、飼育システム、生物学的有害生物防除に
おける前記組成物の使用、および生物学的有害生物防除法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　生物学的有害生物防除は、農業における統合された害虫マネージメントの要因であり、
殺虫剤で農作物を処理することの代替物である。それは、天敵により害虫の数を減らすこ
ととして記載されている。植物に影響を及ぼし、農作物の収量に影響を与える害虫は、ア
ブラムシ、毛虫、アザミウマ、ダニ、白ハエおよびナメクジを含む。多くの商用昆虫飼育
場は、ダニ、テントウムシ、クサカゲロウ、カマキリ、および複数種の捕食寄生者を含む
、種々の天敵を飼育し、市販している。例えば、生物学的有害生物防除においてキャリア
に保持される人工宿主において飼育される多数の飼育数の捕食性ダニの組成物を使用する
ことが知られている。そのような組成物は、しばしば捕食性ダニ出射孔を有する筺体に供
給される。前記筐体は、植物の上または隣に設置され、捕食性ダニは筐体から出て、白ハ
エ、アザミウマ、ハダニおよびホコリダニのような望まれない害虫を捕食する。そのよう
な組成物の例は、Koppert BVによるWO2006057552およびWO2006071107を含む文献に記載さ
れている。一つの例は、ナミハダニの制御のために使用される、捕食性ダニフィトセイウ
ルス・ペルシミリス(Phytoseiulus persimilis)である。害虫の制御のために使用されて
いる、別のダニは、アンブリセイウス・ククメリス(Amblyseius cucumeris)であり、広範
囲の小節足動物を餌として捕食する小さな捕食者である。それは、アザミウマ、特にフラ
ンクリニエラ・オクシデンタリス(Frankliniella occidentalis)の制御のために主として
使用されているが、一定数の農作物においてホコリダニの制御に使用することができ、サ
ビダニ（エリオフィダエ(Eriophyidae)）数を減少させることができる。天然環境から捕
食性ダニを単離し、捕食性ダニを培養する方法は、当業者に知られている。
【０００３】
　生物学的有害生物防除における使用のためのダニ組成物を製造する際の問題点は、捕食
性ダニの、経済的で容易に飼育できる宿主を見つけることである。異なるダニの科、およ
び実際に異なるダニの種は、異なる特徴を有しており、捕食性ダニの食料源として前記ダ
ニを使用する場合、異なる振る舞いをもたらす、育成温度、、生活サイクル、サイズのよ
うな異なる必要条件を有している。重要な他の基準は、捕食性ダニにもまた適する環境で
生活および繁殖し、捕食性ダニに悪影響を及ぼす毒素を生産せず、かつ培養において圧倒
的多数に至らないが、あまりに速く除去されず、サポートする捕食者のための安定した食
料供給を維持するためには十分速い増殖性を有する能力を含む。さらに、農作物における
前記ダニの影響は最小限であるべきである。考慮する別の要素は、生産物および農作物に
振りかけられる生産物における問題を引き起こすため、ダニのアレルギー特性を含む。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
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【特許文献１】WO2006057552
【特許文献２】WO2006071107
【特許文献３】GB2393890
【非特許文献】
【０００５】
【非特許文献１】Oudemans, 1924
【非特許文献２】Hughes, 1957
【非特許文献３】Troupeau, 1879
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　出願人は、スイダシア科、例えばスイダシア・メダネンシス(Suidasia medanensis (Ou
demans, 1924))のような、アカロイデア(Acaroidea)スーパーファミリー、またはグリシ
ファゴイデア(Glycyphagoidea)スーパーファミリー由来の種を含む宿主を、低コストかつ
容易に生育することができることを発見した。アカロイデア、特にスイダシア・メダネン
シスの有利な点は、それが非常に小さく、アカロイデア、特にスイダシア・メダネンシス
の全ての生活ステージ（成虫、幼虫、および卵）が、幼虫および成虫捕食性ダニが食べる
ことができるサイズであることである。そのような宿主は特に、アンブリセイウス・スウ
ィルスキ(Amblyseius swirskii)のような、カブリダニ捕食性ダニ種を生育させるために
有用であることが発見されている。その天然生活環境において、アンブリセイウス・スウ
ィルスキは、ハダニ、ホコリダニおよびフシダニのような、植物捕食性ダニ、ならびにあ
る範囲の植物寄生昆虫を捕食する。天然では、アンブリセイウス・スウィルスキは、植物
寄生種ではないスイダシイダエおよびコルトグリフィダエ(Chortoglyphidae )科由来のダ
ニに出会うことはない。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、捕食性ダニの育種集団、スイダシイダエまたはアカリダエのような、アカリ
ダエのスーパーファミリー、あるいはグリシファゴデアのスーパーファミリーから選択さ
れる、少なくとも一種を含む人工宿主集団を含む、ダニ組成物関する。
【０００８】
　ある態様において、本発明は、捕食性ダニの集団、ならびにスイダシイダエまたはコル
トグリフィダエ科から選択される宿主ダニ集団を含む組成物に関する。
【０００９】
　捕食性ダニの集団および宿主集団は、好ましくはお互いに育種集団であり、そして集団
に存在する固体数の増大に至る。集団は、両性の成虫を含み、好ましくは生活サイクルの
別のステージの固体を含む。
【００１０】
　本明細書に記載されるダニは、天然環境から単離され、組成物中で組み合わせられる。
【００１１】
　一実施態様において、宿主集団は、スイダシイダエ科から選択される少なくとも一つの
種を含む。好ましい属は、スイダシアである。宿主種は、スイダシア・メダネンシス、S.
メダネンシス、S.ネスビティ(S.nesbitti )、S.ポンティフィカ(S. pontifica)またはS.
レティキュラタ(S. reticulata)より選択されてよい。スイダシイダエ科の最も好ましい
宿主種は、スイダシア・メダネンシス(Oudemans, 1924)である。
【００１２】
　別の実施態様において、宿主集団は、アカルス(Acarus)属のような、アカリダエ科から
選択される少なくとも一つの種、好ましくはアカルス・グラシリス(Acarus gracilis) (H
ughes, 1957)を含む。
【００１３】
　別の実施態様において、宿主ダニ集団は、グリシファゴイデアスーパーファミリーから
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選択され、好ましくはコルトグリファス属のようなコルトグリフィダエ科から選択される
。好ましい態様において、前記属はコルトグリパスである。別の好ましい態様において、
前記コルトグリファス属の種は、コルトグリファス・アルクアタス(Chortoglyphus arcua
tus) (Troupeau, 1879)である。
【００１４】
　別の実施態様において、宿主ダニ集団は、例えば同属または異属由来の、少なくとも二
つの異なる種の混合物を含んでよい。例えば、前記組成物は、アカルス・グラシリス、ス
イダシア・メダネンシス、および/またはコルトグリファス・アルクアタスの組み合わせ
を含んでよい。さらに、ある実施態様において、スイダシア・メダネンシス、および/ま
たはコルトグリファス・アルクアタスはまた、カルポグリファス(Carpoglyphus)のような
既知の他の種と組み合わせてもよい。
【００１５】
　捕食性ダニ種の育種集団は、アンブリセイウス・スウィルスキ、アンブリセイウス・ク
クメリス(Amblyseius cucumeris)、アンブリセイウス・アンデルソニ(Amblyseius anders
oni)、またはアンブリセイウス・カリフォルニカス(Amblyseius californicus)、または
ティフロドロムス・ピリ(Typhlodromus pyri)のような、カブリダニ捕食性ダニであって
よい。好ましくは、捕食性ダニはアンブリセイウス・スウィルスキである。前記組成物は
、上記捕食性ダニの組み合わせを含んでよい。
【００１６】
　それゆえ、一つの好ましい態様において、本発明は、アンブリセイウス・スウィルスキ
の集団とスイダシア・メダネンシスの宿主集団とを含む組成物に関する。
【００１７】
　別の好ましい態様において、本発明は、アンブリセイウス・スウィルスキの集団とコル
トグリファス・アルクアタスの宿主集団とを含む組成物に関する。
【００１８】
　好ましくは、前記組成物は、前記集団の個体のためのキャリアを含む。前記キャリアは
、ブラン・フレークまたはウッド・チップ、または他の類似した有機材料、バーミキュラ
イト、あるいは他の適切な軽粒状材料のいずれかであってよい。前記組成物はさらに、人
工宿主集団に適する食品物質を含んでよい。前記組成物はさらに、バーミキュライトのよ
うな不活性成分を含んでよい。好ましくは、人工宿主の個体数に対する捕食性ダニ種の個
体数は、約1:1から1:10、例えば約1:4、1:5、または1:7のような、約100:1から1:20であ
る。当業者は、これらの量が一般的な指針を表し、正確な投与量が使用する種に依存する
ことを知っているであろう。これは生きている培養物であるので、正確な比率は、食糧供
給および被捕食種が消費され、捕食集団が増殖するにつれ、時間とともに変動するであろ
う。しかし、一般的に、宿主集団の個体数は、捕食ダニの個体数を上回るであろう。
【００１９】
　本発明によれば、本明細書に記載の組成物を、生物学的農作物保護および生物学的有害
生物防除において使用することができる。前記組成物の使用は特に、アンブリセイウス・
スウィルスキを大量に飼育することができるようになるため、有用である。前記組成物に
おける宿主集団は、人工宿主であり、他の食物が利用できなければ、捕食性ダニのための
食物源となる。本明細書に記載の前記組成物および方法は、野菜、果実農作物、観賞用農
作物、および木材農作物、例えば、ピーマン、ナス、キュウリ、メロン、スイカ、イチゴ
、ラズベリー、バラ、ガーベラ、菊の花または柑橘類の木々、ならびに他の適切な農作物
のいずれかにおいて使用することができる。有害生物は、白ハエ、アザミウマ、ハダニお
よびホコリダニから選択されてよい。
【００２０】
　本発明の他の態様によれば、本発明の組成物を提供すること、および捕食性ダニの個体
が、宿主集団の個体を捕食することができるようにすることを含む、アンブリセイウス・
スウィルスキのような捕食性ダニを育成し、培養する方法が提供される。前記方法はさら
に、前記組成物を17°Cから36°C、および/または湿度59%から96%、例えば27°Cおよび湿
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い。
【００２１】
　本発明の他の態様は、アンブリセイウス・スウィルスキのような捕食性ダニを育成する
ための人工宿主として、スイダシア・メダネンシスのような、アカロイデア、好ましくは
スイダシイダエ科、好ましくはスイダシア属、または、好ましくはコルトグリファス属の
ような、好ましくはコルトグリフィダエ科由来のグリシファゴイデアの使用に関する。
【００２２】
　本発明の他の態様によれば、本発明の組成物を保持する容器を提供することを含む、ア
ンブリセイウス・スウィルスキのような捕食性ダニを育成するための装置が提供される。
前記容器は、捕食性ダニの少なくとも一つの可動生活ステージのための出口を含んでよい
。前記出口は、前記ダニを徐々に、および/または制御して放出することに適していてよ
い。前記容器は、小袋の形態であってよい。前記出口は、小袋の開口部であってよい。前
記小袋は、フックを含み、植物上に小袋を保持してよい。適切な送達システムは、例えば
GB2393890に記載されている。前記生産物を、人工気流中に放出して、または回転チュー
ブまたは類似した投与装置から放出して分散させてよい。
【００２３】
　本発明の別の態様は、本願明細書に記載された組成物を農作物に適用する、農作物にお
ける生物学的有害生物防除法に関する。農作物の害虫は、白ハエ、アザミウマ、ハダニお
よびホコリダニから選択されてよい。適切な量の組成物が、好ましくは各農作物の植物に
適用される。前記量は、1mlから15 mlであってよく、好ましくは2mlから7 mlであってよ
い。前記組成物を、例えば組成物を農作物に振りかける、または本明細書に記載の装置の
ような、異なる方法で農作物に適用してよい。
【００２４】
　本発明の範囲から離れることなく、さらなる改変がなされることは当業者に明らかであ
ろう。
【００２５】
　本発明の非限定的な例であり、かつ、少なくともアカリダエ、例えばアカルス・グラシ
リス、スイダシイダエ、例えばスイダシア・メダネンシス、またはコルトグリパス・アル
クアタス(Chortoglyhpus arcuatus)が、捕食性ダニを育成するための人工宿主として適切
であることが以下に示される。
【発明を実施するための形態】
【実施例】
【００２６】
　実施例１
　下記の試験データに示されるように、29°Cおよび相対湿度75%で、アンブリセイウス・
スウィルスキのメスにより生まれた平均の卵の数は、スイダシア・メダネンシスを過剰に
供給して捕食した場合、1日あたり、メス1匹につき卵1.80個から1.85個であった。
これは、アンブリセイウス・スウィルスキの経済的な生産に非常に適した再生産率である
。

【００２７】
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【００２８】
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【表２】

【００２９】
実施例２
　捕食性ダニ種アンブリセイウス・スウィルスキの育種集団、ならびにアカルス・グラシ
リス、スイダシア・メダネンシス、またはコルトグリパス・アルクアタスを含む人工宿主
を含む組成物を、シリアル抽出物、酵母などのような、適切な食料とともに、ブラン・フ
レークまたはウッド・チップのようなキャリア上に保持する。前記組成物を、捕食性ダニ
出射孔を有する小袋中に設置する。前記小袋は、植物上に小袋をぶらさげるためのフック
を有している。好ましくは、人工宿主の個体数に対する捕食性ダニ種の個体数は、約1:1
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から1:10、例えば約1:4、1:5、または1:7のような、約100:1から1:20である。前記組成物
は、農作物における白ハエ、アザミウマ、ハダニおよびホコリダニを制御する際に有用で
あることが証明されている。
【００３０】
実施例３
　捕食性ダニ種アンブリセイウス・スウィルスキの育種集団、ならびにアカルス・グラシ
リス、スイダシア・メダネンシス、またはコルトグリパス・アルクアタスを含む人工宿主
を含む組成物を、シリアル抽出物、酵母などのような、適切な食料とともに、ブラン・フ
レークまたはウッド・チップのようなキャリア上に保持する。前記混合物を、ブランのよ
うなさらなるキャリア材料を添加することにより希釈する。人工宿主の個体数に対する捕
食性ダニ種の個体数は、約1:1から1:10、例えば約1:4、1:5、または1:7のような、約100:
1から1:20である。前記混合物を、チューブまたは瓶のようなよう気に添加してよく、そ
の容器から前記組成物を農作物上に振りかける、あるいは分配することができるようにし
てよい。前記組成物は、農作物における白ハエ、アザミウマ、ハダニおよびホコリダニを
制御する際に有用であることが証明されている。スイダシア・メダネンシスは、通気した
培地上で繁殖し、バーミキュライトのような、適切な不活性成分を繁殖培地に添加するこ
とが有用である。これによりまた、ダニの捕食性種が居住する植物の生産物および土壌の
ための培養環境の適切性が改善する。同様にこれは、バルクの市販培養物および個別の育
成小袋にも該当する。最適培養条件は27°Cおよび相対湿度85%の周辺である。
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